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森林土木工事現場における熱中症対策の強化について（通知） 

 

 

熱中症の重篤化を防止するため、労働安全衛生規則が改正され、令和７年６月１日か

ら施行されます。つきましては、各現場における熱中症対策の更なる強化をお願いしま

す。 

 

記 

  

 １ 改正労働安全衛生規則の施行について 

・熱中症の重篤化を防止するため、「体制整備」、「手順の作成」、「関係者への周知」が

事業者に義務付けられます。各現場での熱中症対策への取組を施工計画書や現場で

確認するとともに適切な指導を行ってください。 

 

 ２ 熱中症対策における費用の計上方法の変更について 

・「森林整備保全事業設計積算要領等の細部取扱い」の一部改正（令和７年３月 27日付

け６林整計第 674号）に基づき、熱中症対策の費用を現場環境改善費の率計上から積

み上げ計上に変更します。今後は必要な対策を講じ、適切に経費を計上してください。

（積算方法は別紙のとおり） 

  （令和 7年 6月 1日以降に起工起案する工事から適用としますが、令和 7年 4月 1日

以降に契約した工事についても適用可能とします。） 

・熱中症対策における現場管理費の補正（真夏日率）についても引き続き対応をお願い

します。 

 

 ３ 適切な工期設定について 

  ・特に熱中症リスクの高い箇所や工種については、施工時期に配慮して発注してくだ

さい。 

  ・フレックス工期等を活用し、余裕のある工期設定をするとともに、猛暑日等の理由



による工期延長について受注者から請求があった場合には、柔軟に対応するようお

願いします。 

 

 

 

【参考通知】 

〇平成 29年 10月 11日付 29森政第 254号 

「現場環境改善費（旧イメージアップ経費）の運用方法について（通知）」 

 

〇令和元年７月 26日付 元森政第 200号 

「熱中症対策に資する現場管理費率の補正の試行について（通知）」 

 

〇令和 6年 8月 8日付 ６森政号外 

「森林整備保全事業の熱中症対策について」 

 

【厚生労働省Webサイト】 

○STOP！熱中症クールワークキャンペーン（職場における熱中症予防対策） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html 

 

○熱中症を防ぐために知っておきたいこと 

熱中症予防のための情報・資料サイト 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/net

tyuu_taisaku/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

担当  指導担当 百瀬 塚原 

TEL：026-235-7265 FAX：026-234-0330 

防災無線：8-231-3227 

E-mail：rinsei@pref.nagano.lg.jp 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/nettyuu_taisaku/index.html
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/nettyuu_taisaku/index.html


 

 

令和７年６月１日から適用する 

熱中症対策における費用の計上方法について 

 

 

〇 改正概要 

  「森林整備保全事業設計積算要領等の細部取扱い」に基づき、従来はミストファン等の

設備対応を共通仮設費（現場環境改善費）、経口補水液・空調服等の労務管理にかかる費

用を現場管理費（真夏日の日数に応じて補正）で計上していたが、令和７年３月 27日付

け６林整計第 674号通知の一部改正により、「現場環境改善費」（率計上）から避暑（熱中

症対策）・避寒対策費を切り離し、熱中症対策・防寒対策にかかる費用を「現場環境改善

費」（率計上）の 50％を上限に、設計変更を実施することとした。 

 

〇 改正内容 

 （１）現場の施設や設備に対する熱中症対策・防寒対策に関する費用については、対策の

妥当性を確認の上、積み上げ計上を行う。 

（２）積み上げ計上を行う場合は、現場管理費に計上される作業員個人の費用※と重複が

ないことを確認し、率分で計上される額の 50％を上限とする。 

  

※現場管理費に計上される作業員個人の費用とは、「直接工事費及び共通仮設費に含まれ 

ない作業用具及び作業用被服の費用」を指す。 

  例）塩飴、経口補水液等効果的な飲料水、空調服、熱中症対策キット等の作業員個人に

対する熱中症対策費用 

 

〇 積み上げ対象となる費用 

・現場の施設や設備に対する熱中症対策費用 

 例）遮光ネット、スポットクーラー、大型扇風機、送風機、製氷機、日除けテント、 

ドライミスト、ミストファン、休息車の配置等 

 ➀リース品の場合・・・当該工事における施設・設備の設置期間分のリース費用を計上 

  ②購入品の場合・・・当該工事における施設・設備の設置期間分の減価償却費を計上 

なお、施設・設備の種類や規模及び設置期間については、受発注者協議の上、決定す

ること。 

 

〇 費用の計上方法 

（１）当初設計時に現場環境改善費（率分）を計上している場合 

・当初設計時の現場環境改善費（率分）の 50 ％を上限に変更設計で積上計上する。 

Ｚ0013「現場環境改善費（積上分）」の配下へＷ単価により計上 

別紙 



（２）当初設計時に現場環境改善費（率分）を計上していない場合 

（設計金額が 1,000 万未満の工事、公共土木事業施設災害復旧事業により実施する

工事、森林整備） 

・当初設計書を用いて、現場環境改善費（率分）を算出し、その金額の 50 ％を上限に変

更設計で積上計上する。 

  Ｚ0013「現場環境改善費（積上分）」の配下へＷ単価により計上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


